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現代 中国語 の二重 目的語構 文 とヴ ォイス構 文
にお け る 「授与 」 と 「取得」*
加 藤 宏 紀
本稿 は まず現 代 中国 語 の二 重 目的語 構 文("他 送 我 一本 布","他 牧
了我 五快銭")と 「使 役 」 を表す"川",「 処置」 を表す"把",「 受 身」
を表すu被"に よ って構 成 され るい わ ゆ るヴ ォイス構 文("娼 嬌 叫核
子去 叉菜","娼 娼把 衣 服 洗干 浄",価 他 被 小 王打 了")に 共通 す る形 式
的特 徴 を述 語論理 表 記や 語彙機 能文法 を援 用す る こ とで明示 す る。 そ
の後,両 構 文が 「授 与」 と 「取 得」 とい う共通 の意味 的基盤 の上 に一
種 の相似 関係 を形 成 してい るこ とを論 じる。
キー ワー ド=二 重 目的語構 文 、 ヴ ォイス構 文、 「授 与 ・取得 」、 「使 役 ・
処 置 ・受 身」、述語論 理
1.現 代 中 国 語 の 二 重 目的 語 構 文 の 意 味 と形 式
朱 徳 煕(1980)お よび朱徳 煕(1982)が 指摘 した よ うに,現 代 中国 語 にお
い て,二 重 目的 語構 文 を特 徴 づ け る意 味 は 「授 与」 と 「取 得 」 の二 つ で あ
る。(1a)一(1d)の 動 詞"送(プ レゼ ン トす る)","迩(返 す)","通(渡 す)n
"雲(売 る)"は 「授 与 」 を表 し
,そ れ ぞ れ二 重 目的語 構 文 を構 成 してい る。
(1)a.他 送 我 一本 翁 。(彼 は私 に本 を一 冊 プ レゼ ン トす る。)
(朱徳 煕1980)
b.他 迩 我 五快 銭 。(彼 は私 に五 元返 す 。)(同 上)
c.他 通 我 一枝 等 。(彼 は私 にペ ンを一本 渡 す。)(同 上)
d.他 妻我0所 房 子 。(彼 は私 に家 を一軒 売 る。)(同 上)
次 の(2a)《2d)は 「取得 」 を表 す 二 重 目的語構 文 で あ る。(2a}一(2d)で 下
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線 を施 し た 動 詞"牧(受 け取 る)","倫(盗 む)",4(奪 う)","叉(買 う)"
に は どれ も 「取 得 」 の 意 味 が 含 ま れ て い る 。
(2)a.他 返 了我 五快 銭0(彼 は私 か ら五 元受 け取 っ た。)
(朱・徳煕1980)
b.他 愉 了 人 家 一把 斧 子。(彼 は ひ とさ まか ら斧 を一 本 盗 ん だ。)
(同 上)
c.他 拾 了我 一張 郎 票 。(彼 は私 か ら切 手 を一枚 横取 りした。)
(同 上)
d.我 ズ 了他 家 一所 房子 。(彼 は私 か ら家 を一軒 買 った 。)(同 上)
「授与」義 であれ 「取得」 義であれ,中 国語の二重 目的語構 文は述語動
詞 の前 に主語 となる名詞句,述 語動詞 の後の近 い位置には間接 目的語の名
詞句,遠 い位置 には直接 目的語 を表す名詞句 を伴 って構成 されている。そ
こで.二 重 目的語構文 を次の(3)の ように一般化する。「NP【A1」は主語 「D」
は動詞述語,「NP【B]」 は間接 目的語,「NPIq」 は直接 目的語 を表す。
(3)二 重 目的 語 構文 の一 般 式
NPIAIDNPIB】 NP【Cl
2.現 代 中 国 語 の ヴ ォ イ ス構 文 の 意 味 と形 式
現 代 中 国 語 で は,"叫",k把","被"を 用 い て構 成 され る文 は,そ の形
式 的 お よび意 味 的特 徴 か ら,一 般 の動 詞 に よっ て構 成 され る文 とは 区別 さ
れ,そ れ ぞれ 独 自の構 文 と して扱 わ れ る。 そ して これ らの構 文 は決 して そ
れ ぞ れ独 立 して 存在 して い るの で は な く,一 定 の形 式 的 共通 性 や 意味 的 関
連性 が あ る こ とは,こ れ らの構 文 間 の 変換 分 析研 究 か らも明 らか で あ る。
木 村 英 樹(2000)は,こ れ らの構 文 が 形 式 的特 徴 を共 有 し,異 な る意 味 を
表 しつ つ も相 補 的 なつ な が りを持 って,あ る種 の ヴ ォイ ス ・カテ ゴ リを形
成 して い る と指 摘 した1。 本稿 で は"叫","把","被"お よび そ れ らに よ
っ て形 成 され る文 は 同 じグル ー プ に属 す る とい う立 場 か ら論 を進 め る。 よ
っ て,"叫","把",`被"を 「ヴ ォ イス ・マ ー カ⊥ そ して そ れ らが構 成 す
る 文 を 「ヴ ォ イ ス構 文 」 と呼 ぶ 。"叫"は 「指 示 に よっ て しむ け る」 こ と
を表 す 「使 役 」 文,"把"は 「動 作 対 象 に何 らか の処 置 を もた らす 」 こ と
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を表 す 「処置 」 文}"被"は 「受 け手 に被 害 ・迷 惑 ・影 響 を与 え る」 こ と
を表 す 「受 身」 文 をそ れ ぞれ 構 成す る。
(4)a.娼 娼旦 核 子 去 叉菜 。(母 は子 供 に 買 い物 に行 かせ る。)
b.娼 娼 把 衣 服 都洗 干 浄 了。(母 は服 を きれ い に洗 っ た。)
c.他 被 小 王 打 了。(彼 は王 さん にぶ たれ た 。)
上 の(4a)一(4c)の 各 例 で は 統 語 上,構 成 要 素 と して 名 詞 句 を二 つ,動 詞
句 を 一 つ 伴 う と い う共 通 点 が あ る1。(4a)の 名 詞 句 は"娼 娼(母)"と"該
子(子 供)"で あ り,動 詞 句 は"去 災 菜(買 い 物 に 行 く〉"で あ る。(4b)で
は"娼 娼"と"衣 服(服)"が 名 詞 句,"洗 干 浄(き れ い に 洗 う)"が 動 詞
句 で あ る 。(4c>で は"他(彼)"とM小 王(王 さ ん)"が 名 詞 句,"打(た
た く)"が 動 詞 句 で あ る 。 そ こ で,ヴ ォ イ ス 構 文 を次 の(5)の よ う に 一 般
化 す る 。 「NP[XI」 は 主 語,「V」 は ヴ ォ イ ス ・マ ー カ ー,「NP【y1」 は 目的 語,
「VP【。]」は 述 語(動 詞 句)部 分 を 表 す 。
⑤ ヴ ォ イス構 文 の一 般式
NP[X]VNPIy] VP[。1
3.三 項 関 数 と して の 二 重 目的 語 動 詞 と ヴ ォ イ ス ・マ ー カ ー
上 述 した よ うに,現 代 中 国語 にお い てS二 重 目的語 構 文 は述 語 動 詞 が 三
つ の名 詞 句 を伴 って 構 成 され,ヴ ォイス構 文 は ヴ ォ イス ・マ ー カー の ほか
二 つ の名 詞 句 と一 つ の動 詞 句 に よ っ て構 成 され て い る こ とが 観 察 され る。
本 章 で は 述 語 論 理 式 に よ る 記 述 法 お よ びr語 彙 機 能 文 法(Lexical
FunctionalGrammar以 下LFG)」 の枠 組 み を採 用 した 日本語 の 「使役 」
や 「受 身」 の 意 味記 述 法 を援 用 し,こ の 二種 類 の構 文 が三 項 関数 か らな る
同 一 グル ー プの 構 文 で あ る こ とを検 証 す る。
3,1二 重 目的 語 構 文 の検 証
上 の(3)で 一 般 化 され た よ うに,現 代 中国語 の二 重 目的語 構 文 は,形 式
上,主 語 の ほか に二 つ の 目的 語 を伴 う。 つ ま り,二 重 目的語 構 文 で 述語 に
な る動 詞 は三 つ の個 体 の 問 に成 り立 つ 関係 を表 す。 述 語 論理 で は,三 つ の
個 体 の 間 に成 り立 つ 関 係 は 「三 項 関 数 」 に よ っ て 記 述 され る3。 よ っ て,
(1a)一(1d)お よ び(2a)一(2d)の 二 重 目 的 語 構 文 は 述 語 論 理 を用 い て 次 の
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(6aり一(6dりお よ び(7aり 一(7dりの よ うに記述 され る。(6aり と(7aり を例 に論
理 式 の 読 み方 を説 明 す る。 式 は大 き く丸括 弧 の左 側 の 「関 数(functions)」
と丸括 弧 内 の 「引数(ひ きす う,arguments)」 の部 分 に よっ て構 成 される。
つ ま り 「送'」 や 「牧'」 は 関 数 で,そ れ ぞ れ そ の右 にあ る 丸括 弧 内 に三 つ
の 引数 を取 って い る。 丸括 弧 内 の 引数 は カ ンマ で 区切 られ,左 か ら順 に第
一 引 数 第 二 引 数 第三 引 数 と呼 び
,順 序 づ け られ て い る。(6aり の 第一一
引 数 「他'」 は 「与 え る者 ⊥ 第 二引 数 「我'」 は 「受 け取 る者⊥ 第 三 引数 「一
本需'」は 「与 える事 物 」で あ る。0方,(7a')の 第 一 引 数 「他 」は 「得 る者 」,
第 二 引 数 「我'」 は 「失 う者 ⊥ 第 三 引 数 「五 快 銭'」 は 「得 る事 物 」 で あ
る4。
(6)a.他 送 我 一 本 需 。((1a)再 掲)
a'。 送'(他',我',一 本 令')
b.他 迩 我 五 快 銭 。((1b)再 掲)
b'.迩'(他,我',五 快 銭')
c.他 塑 我0枝 筆 。((1c)再 掲)
c'.通'(他',我',一 枝 筆')
d.他 妻 我 一 所 房 子 。((1d)再 掲)
d'.婁'(他,我',一 所 房 子 り
⑦ 乱 他 些 了我 五 快 銭.((2a)再 掲)
a'.牧'(他',我',五 快 銭')
b.他 倫 了 人 家0把 斧 子 。((2b)再 掲)
b'.倫'(他',人 家,一 ・把 斧 子')
c.他 拾 了 我 一 張 郎 票 。((2c)再 掲)
c'.拾'(他',我',一 張 郎 票')
d.我 ズ 了 他 家 一所 房 子 、((2d)再 掲)
d'.災'(我',他 家',0所 房 子')
3,2ヴ ォイ ス構 文 の検 証
次 に,ヴ ォ イ ス ・マ ー カー が 三 項 関 数 で あ る こ と を検 証 す る。(5)に0
般 化 した よ うに,ヴ ォイ ス構文 はNP【x]が 表 す 主語NPIY】 が 表 す 目的語,
VP同 が 表 す 述 語(動 詞 句)の 三 つ の 部分 を備 えて い る。 この よ うな形 式
上 の特 徴 は,ヴ ォ イス構 文 にお い て,ヴ ォ イス ・マ ー カーが 三 項 関数 で あ
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る と解 釈 す る可 能性 を示 唆 してい る。 この解 釈 で重 要 な こ とは,述 語 部 分
(VP[、1)が ヴ ォ イス構 文 の 第三 引 数 に埋 め 込 まれ た文(命 題)だ とい う こ と
で あ る。
3.2.1三 項 関数 と して の 日本 語 の 「させ る」 と 「られ る」
郡 司 隆男(1987)はLFGの 枠 組 み の 中 で,日 本語 の 「使 役」を表 す 「さ
せ る」 と 「被 害 の 受 身」 を表 す 「られ る」 とい う形 態 素 を三 項 関数 として
扱 って い る。 それ らの意 味 を記述 す る際,主 語 や 目的語 に相 当す る引数 の
ほか,XCOMPと い う主語 を持 た な いVP補 語 を 第三 の 引数 と して埋 め
込 んで 処 理 す る こ と を提 唱 して い る。 郡 司 隆 男(1987)のLFGの 枠 組 み
で,「 使 役 」 を表 す 「させ る」 と 「受 身 」 を表 す 「られ る」 の意 味 が どの
よ うに記 述 され て い るか 見 て み よ う。 次 の(8a)は 「させ る」 を用 い た使
役 文 で,(8b)は そ の文 の意 味 を記述 した 「f構 造(f-structure)」 で あ る。 「さ
せ る」 の 意 味 は(8b)で 下 線 部 で 表 さ れ て い る。 「させ る」 の 右 側 にあ る
「〈 〉」 で 囲 まれ た 「(↑suBJ)⊥ 「(↑oBJ2)⊥ 「(↑xcoMP)」 の 三つ が
述語 「させ る」 に よっ て下 位 範疇 化 され る引 数 で あ る。(8b)に お い て,「(
↑SUBJ)」 は 「あ そ この 狸 」 とい う個 体,「(↑o町2)」 は 「こ この狐 」 と
い う個体,「(↑XCOMP)」 は 「(ここの狐 が)人 間 を騙 す 」 とい う命題(主

































(郡 司 隆 男1987:107>




次 の(9a)は 「られ る」 を用 い た被 害 の 受 身文 で,(9b)は そ のf一構 造 で
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あ る。(9b)の 下 線 部 に注 目され たい 。 こ こ に 「られ る」 が 「(↑SU】町)⊥
「(↑OBJ2)」,「(↑xcOMP)」 の三 つ の引 数 を下位 範疇 化 す る三 項 関数 で
あ る こ とが 示 され て い る。(7b)に お いて,「(↑suBJ)」 は 「健 」とい う個体
「(↑OBJ2)」 は 「奈 緒 美 」 とい う個 体,「(↑xcOMP)」 は 「(奈緒 美が)
泣 く」 とい う命 題(主 語 を持 た ないVP補 語)に そ れぞ れ 対 応 してい る。
(9)a.健 が 奈 緒 美 に泣 か れ た。(郡 司 隆男1987:106)













3.2.2三 項 関 数 と して の"叫","把","被"
日本 語 の 「させ る 」 と 「られ る」 の 三 項 関 数 と して の 分 析 法 を ヒ ン トに
中 国 語 の"明","把","被"を 考 察 す る 。(10a)は 「使 役 」 文 で あ る。 全
体 で 「"娼 娼"(NP【x1)が"核 子ｺ,(NPIY】)にN(核 子)去 叉 菜"(VPI・1)を さ
せ る」とい う こ とを 表 す 。(10b)は こ の 文 を述 語 論 理 で 表 記 した もの で あ る 。
下 線 を 施 し た 部 分 が 関 数 「叫'」 の 第 三 引 数(VPI。 】)と して 埋 め 込 まれ た 命
題 部 分 で,(10a)の"(7iG子)去 叉 菜"の 意 味 に 相 当 す る 。
(10)a.娼 娼 叫 核 子 去 叉 菜 。
b.叫'(娼 娼',核 子',去 叉 菜'(核 子'))
(11a)は 「処 置 」 を表 す 文 で あ る。 全 体 で 「"娼娼"(NP[x】)は"衣 服"
(NPIY】)に"(娼 娼)洗 干 浄(衣 服)"(VP【 ・])をもた らす」 とい うこ とを表 す 。
(11b)は(11a)の 意 味 を述 語 論 理 で表 記 した もの で あ る。下 線 部 は関数 「把f」
が 取 る第 三 引数(VP【 。】)の命 題 部 分 で,(11a)の"(娼 娼)洗(衣 服),(衣 服)
干 浄"の 意 味 に相 当 す る。
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(11)a.娼 娼 把 衣 服 都 洗 干 浄 了。
b.把'(娼 娼',衣 服',洗 ノ(娼 娼',衣 服')&干 浄'(衣 服 り)
(12a)は 「受 身」の ヴ ォ イス構 文 で あ る。 全体 でru他"(NP【x1)は"小 王"
(NPIY】)か ら"(小 王)打 了(他)"(VPIz】)を され る(蒙 る)」 とい うこ とを
表 す。(12b)は(12a)の 受 身 文 を述 語 論 理 で 表 記 した もの で あ る。 下 線 部
は 関数 「被'」 の 第三 引数 で あ る埋 め込 まれ た 命題 部 分 で,(12a)の"(小 王)
打 了(他)"の 意 味 に相 当 す る。
(12)a.他 被 小 王 打 了 。
b.被'(他',小 王f,打'(小 王',他'))
4.「 授与 」 と 「取得 」 に見 る両 構 文の意 味上 の相似
これ までの考察 で,現 代 中国語の二重 目的語構文 とヴォイス構文 には形
式上 の共通 点があ るこ とが検証 された。 本章 ではこう した形式上の共通性
の基礎 となる 「授与」 と 「取得」 とい う意味 的要因に由来 してい ることを
論証 する。
4.1二 重 目的語構文の意味構 造
まず,二 重 目的語構文 の意味構 造 を確認 しよう。朱徳 煕(1980)は この「授
与」 の意 味 を次の ように分析 した。
(13)「 授 与 」 の 意味(朱 徳 煕1980:153):
(i)「 与 え る者(A)」 と 「受 け取 る者(B)」 が 存 在 す る。
(ii)「与 え る者 」 が 与 え る,す な わ ち 「受 け取 る者 」 が 受 け取 る,
事物(C)が 存 在 す る。
(iii)Aは 主体 的 にcをAか らBへ と移 動 させ る。
す な わ ち,上 の(1a)の 例 文 で 言 え ば 「与 え る 者(A)」 は 主 語"他"
(=NP[A】),「 受 け取 る者(B)」 は 間接 目的 語"我"←NPs】),「 事 物(C)」 は
直接 目的語 ㌧ 本 お"(=NP[q)で あ る。 そ して,"送"と い う行 為 に よ って,
"一本 需"(C)は"他"(A)か ら"我"(B)へ 移 動 して い る。(1b)一(1d)も 同
様 に,動 詞 述 語 が 表 す 行 為 に よっ て,事 物Cが 主 語Aか ら間接 目的 語B
へ と移 動 して い る。 朱 徳 煕(1980)は 「授 与 」 の意 味 を持 つ 動 詞 を,文 の
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線 形 順 序 に お け る,「 右 移 動 の動 詞 」 と呼 ん だ(朱 徳 煕1980:153)。 そ こ
で 「授 与 」 が 表 す事 物 の移 動 過程 を次 の よ うに 図示 す る。
「c(事 物)-l
A(与 える者)B(受 け取 る者)
図1
一 方 ,朱 徳 煕(1980)は この 「取 得 」 の意 味 を次 の よ うに記 述 した。
(14)「 取 得 」 の意 味(朱 徳 煕1980:154):
(i)「 得 る者(Aり 」 と 「失 う者(B')」 の両 方 が 存 在 す る。
(ii)「得 る者 」 が 得 る,す な わ ち 「失 う者 」 が 失 う.事 物(Cり が 存
在す る。
(iii)A'は 主 体 的 にc'をB'か らA'へ 移動 させ る。
(2a)を 例 に とれ ば.「 得 る者(A')」 は主 語"他"(=NP[A1),「 失 う者(B')」
は 間 接 目 的 語"我"(=NP[B】),「 事 物(C')」 は 直 接 目 的 語"五 快 銭"
(=NP[c】)で あ る。 そ して,"牧"と い う行 為 に よ って,"五 快 銭"(C')は"我"
(Bり か ら"他"(Aり へ 移 動 してい る。(2b)一(2d)も 同様 に 動 詞 述語 が 表す
行 為 に よって,事 物C'がB'か らA'へ 移 動 して い る。 朱 徳 煕(1980)は 「取
得 」 の 意 味 を表 す 動 詞 を,文 の線 形 川頁序 にお け る,「 左 移 動 の動 詞 」 と呼
ん だ(朱 徳 煕1980:155)。 「取 得」 が 表 す 事 物 の移 動過 程 は 次 の図2の よ




4、2ヴ ォイス構 文 の意 味構 造
ヴ ォ イス構 文 が 表 す 「使 役」,「処 置⊥ 「受 身」 の 三項 関係 をそ れぞ れ の
例 文 を も とに考 察 す る。 まず,鱒 叫(辻)"が 表 す 「使役 」 につ い て考 え よ
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う。 「使 役 」は 「誰 か が 誰 か に(指 示 して)あ る行 為 をす る ように しむ け る」
とい う意 味 を表 す 「使 役 者(X)⊥ 「遂 行 者(Y)⊥ 「行 為(Z)」 の 問の 三項 関
係 で あ る と言 え る。(15)を 例 にす れ ば,「 使 役 者(X)」 は"娼 娼"(=NP【x】),
「遂 行 者(Y)」 は"核 子(=NPIY1)Nf「 行 為(Z)」 は"(核 子)去 災 菜"
←=VP【zDと な る。
(15)娼 娼 叫 核 子去 叉菜 。((10a)再 掲)
"去 叉 菜"と い う行 為 は"娼 娼"が"該 子"に 指 示 ・命令 して遂 行 され
るの で,Xか らYへ 移 動 した と見 なせ る。 こ の移 動 は 文 の 線 形 順 序 に お





よ っ て,「 使 役 」 が 表 す 「行 為(Z)」 の 移 動 過 程 は 「授 与 」 が 表 す 「事 物
(C)」 の 移 動 過 程 と相 似 で あ る と言 え る。 つ ま り 「使 役 」 は広 い 意 味 に お
け る 「授 与」 で あ る。
次 に 「処 置」につ い て考 え る。"把"が 表 す 「処 置 」は 「誰 か が何 か に(あ
る 行 為 に よ る)処 置 を も た らす 」 とい う意 味 で あ り,や は り 「処 置 者
(X')」,「 処 置 対 象(Y')⊥ 「出 来 事(Z')」 の 問 の 三 項 関係 を表 す と言 え る。
(16)を 例 に す る と,「 処 置 者(Xり 」 は"娼 娼"(豊NPIx】),「 処 置 対 象(Y')」
は"衣 服"(=NP[Yl),「 出来 事(Z')」 は"(娼 娼)洗(衣 服),(衣 服)干 浄"
(=VP[z】)と な る。
(16>娼 娼把 衣 服 都洗 干 浄 了。((11a)再 掲)
"洗 干浄"と い う 「出来 事 」は"娼 娼"に よ
って"衣 服"に もた らされ た 「処
置(洗 っ て きれ い にす る)」 で あ る。 した が って,Z'はX'か らY'へ 移動
した と見 なせ る。 この 移動 も文 の線 形 順 序 にお い て左 か ら右 へ 向 か う もの
で あ り,次 の 図4の よ うに 図示 で きる。
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rz鱒)「 レ
X'(処 置 者)Y'(処 置 対象)
図4
ゆえ に 「処 置 」 が 表 す 「出来事(Z')」 の 移 動 過 程 も 「授 与 」 が 表 す 「事 物
(C)」の 移 動 過 程 の相 似 で あ る と言 え る。 つ ま り 「処 置」も広 い意 味 で は 「授
与」 で あ る。
最 後 に 「受 身」 に つ い て 考 え る。 「受 身」 は 「誰 か の行 為 に よ って,あ
るい は何 か の 原 因 に よ っ て誰 か(何 か)が 被 害(や 迷 惑 や 影 響)を 蒙 る」
とい う事 態 につ い て述 べ る もの で あ る。 これ も また 「被 害 者(X")」,「 加
害 者(Yつ ⊥ 「出来 事(Z")」 の 三 つ の 間 に 成 り立 つ 三 項 関 係 で あ る とい う
こ と に な る。(17)で 言 え ば,「 被 害 者(X")」 は"他"←NP(x】),「 加 害 者
(Y")」 は"小 王"(=NP【YD,被 害 の 内容 を表 す 「出来 事(Z")」 は"(小 王)
打 了(他)"(=VP【z】)で あ る。
(17)他 被 小 王 打 了。((12a)再 掲)
"打"が 表す 「被 害 」 を含 む 「出来事 」 は"他"がu小 王rか ら蒙 るの で
,
Z"はY"か らX"へ 移 動 した と言 え る。 この 移 動 は文 の線 形 順 序 にお い て
右 か ら左 へ 向か う もの で あ る。 そ れ は次 の 図5の よ うに図示 で きる。
rz鱒)一 ↓
X"(被 害 者)Y"(加 害 者)
図5
よ ってf「 受 身」 が 表 す 「出来 事(Z")」 の移 動 過 程 は 「取 得 」 が 表す 「事
物(Cり 」 の 移動 過 程 と相 似 で あ る と言 え る。つ ま り 「受 身 」 は広 い 意味 で
の 「取 得 」 であ る。
か く して1二 重 目的語 構 文 の 「授 与 」 と 「取 得 」 は ヴ ォイ ス構 文 の 「使
役」・「処 置 」 と 「受 身」 との 問 に一種 の相 似 関 係が あ る と言 える。
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5,命 題 表記 され る 引数
最後 に.引 数が個体 に対応する ものだ けでな く命題 によって記述 される
ことの妥 当性 につ いて少 しふれ てお こう。3.で 中国語 の ヴォイス構文 を
述語論理 に よって表記 した際 第三引数 を 「去 丈菜'(弦 子')」 の ような命
題 によって記述 した。LFGの 枠組 みによる 日本語 の 「され る⊥ 「られ る」
を ヒン トに した記述 であ ったが,そ れ以外 に もその妥当性 を裏付 ける事実
を提 示す る。
朱徳煕(1980)は 二重 目的語構文 におい て,単 独 の名詞が直接 目的語 に
なるこ とを排 斥す る傾向が あ り,「数量詞+名 詞」構 造が もっ とも優 勢的
な地位 を占める と指摘 している(朱 徳煕1980:151-152)。 この 「数量詞+
名詞」構造 を個体 に対応す る引数 と して表記する ことは一見する と妥 当で
ある ように思 える し,議 論の便 宜上,二 重 目的語構文の述語論理式 を次の
ように表記 した。
(18)a.送'(他',我',一 盒 糖')((6a)再 掲)
b.牧'(他',我',五 快 銭')((7a)再 掲)
しか し,述 語 論 理 で は本 来 この よう な記 述 は認 め られ な い。"一 盒 糖"の"一一
盒"や"五 快 銭"の"五 」央"は 限定 語 で あ り,述 語 論 理 の記 法 で は,限 定
修 飾 され た名 詞 句全 体 の意 味 をそ の まま引 数 とす る こ とは で きな いか らで
あ る。そ こで 別 の なん らか の形 で表 記 し直 す 必 要 が あ る。㌧ 盒 糖(飴 一箱)"
の意 味解 釈 は 「飴 が 一 箱 あ る」 で あ り,"五 快 銭(五 元 の カ ネ)"の 意 味解
釈 は 「カ ネ が 五 元 あ る 」 で あ る。 か く して,(18a)と(18b)は そ れ ぞ れ
(19a)と(19b)の よ うに書 き換 え られ る。 下 線 部 の 第 三 引 数 が 命 題 に よっ
て記 述 さ れて い る こ とに注 意 され たい 。
(19)a.送'(他}我',有'(糖',一 盒 り)
b.牧'(他',我 ノ,有'(銭',五 快'))
これ に より,引 数 を命題で記述す るこ とは述語論理表記 において妥当で
あるばか りか,述 語論理 による自然言語の意味記述の可能性 を大 いに広げ
ている とも言 える。
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*日 本 中国語 学科 第54回 全 国大 会(2004年ll月7日 .京 都大 学)で 口頭発
表 した もの に加 筆 ・修 正 した。
注
1こ こで言 う 「ヴ ォイス」 は 「使 役」,「処置 ⊥ 「受 身」 を含み,英 語 学 な どで
一般 的 に理解 されてい る 「能動 態 一受動態 」 を意 味す る 「ヴ ォ イス」 よ り広
い概 念 と して と らえてい る。
2「 受 身」 を表す..被"の 後の 名詞句 は統 語上 現 れ ない こ とがあ る。
3述 語論理 では 「関数(functions)」 で は な く,「 述語(predicates)」 と呼 ばれ る
こ とが 多 いが,言 語 学 で言 う 「述語」 との混乱 を避 け るため,「関数」 と呼ぶ。
また,「 項(arguments)」 も 「引数」 と した。
4論 理 式 で は,各 関数 や 引数 の後 に 「'(プ ラ イム)」 を付 し,中 国語 の単語 と
の 区別 を明示 した。
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